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学会発表数 

A－a A－b B－a B－b 
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

4 2 2 8 3 5 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

平山謙二・教授 日本寄生虫学会評議員 日本寄生虫学会 

平山謙二・教授 日本熱帯医学会評議員 日本熱帯医学会 

平山謙二・教授 日本組織適合性学会評議員 日本組織適合性学会 

平山謙二・教授 英国熱帯医学会会員 英国熱帯医学会 

平山謙二・教授 米国熱帯医学会会員 米国熱帯医学会 

平山謙二・教授 寄生虫疾患専門部長 日米医学協力研究会 

平山謙二・教授 幹事 長崎シンガポール・マレーシア協会 

平山謙二・教授 The Korean Journal of Parasitology 編集委員 韓国寄生虫学会 

平山謙二・教授 PLOSNTD 編集委員 PLOS Journals 

平山謙二・教授 帯広畜産大学原虫病研究センター運営委員会委員 帯広畜産大学原虫病研究センター 

平山謙二・教授 協力研究委員 富山大学和漢医薬学総合研究所 

平山謙二・教授 研究評価委員会委員 国立感染症研究所 

平山謙二・教授 ナショナルバイオリソースプロジェクト「中核的拠

点整備プログラム-病源微生物-運営委員 
千葉大学真菌医学研究センター 

平山謙二・教授 議長 アジア西太平洋地域倫理委員会フォーラム

（FERCAP） 

平山謙二・教授 部門長 長崎大学先端創薬イノベーションセンター-
臨床創薬部- 

平山謙二・教授 副所長 長崎大学熱帯医学研究所 

菊池美穂子 
・講師 

評議員 日本熱帯医学会 

 

競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

平山謙二・教授 GHIT 代表 Project Title:Preclinical development of 
MVDVax, a new dengue vaccine 

平山謙二・教授 AMED 代表 e-ASIA 
医療分野国際科学技術共同研究開発推進事

業 戦略的国際共同研究プログラム（フィリ

ピン・ミャンマー） 
代表者：平山謙二 
研究課題名：マラリアワクチン候補分子トラ
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ンスアミターゼ様分子のヒトマラリアでの

抗原性および遺伝子多様性の解析 

平山謙二・教授 AMED 代表 地球規模保健課題解決推進のための研究事

業 日米医学協力計画 
アジア地域の寄生虫感染症制御に資する研

究 

平山謙二・教授 文部科学省 サブ機関研

究代表者 
「ナショナルバイオリソースプロジェクト」

（中核的拠点整備プログラム） 
病原微生物の収集・保存・提供整備事業（サ

ブ機関申請課題：病原性原虫の収集、株保存

と分析、その提供） 

平山謙二・教授 
 
 

独立行政法人日本学術振興会 
 
 

分担 
 
 

科学研究費補助金（海外基盤(B)） 
研究課題： in silico と in vitro の融合による 
トリパノソーマ原虫治療薬探索 

平山謙二・教授 
 
 

独立行政法人日本学術振興会 
 
 

分担 
 
 

科学研究費補助金（基盤研究(A)） 
ビクトリア湖島嶼マラリア撲滅；プリマキン

使用による集団治療とヒト・原虫多様性 

平山謙二・教授 
 
 

独立行政法人日本学術振興会 
 
 

代表 
 
 

科学研究費補助金（基盤研究(A)） 
慢性シャーガス病の合併症早期予測因子の

探索 -ボリビアコホート研究- 

平山謙二・教授 
 

長崎大学熱帯医学研究所 
 

熱研対応教

官 
医学研究のための倫理に関する国際セミナ

ー 

菊池美穂子 
・講師 

長崎大学熱帯医学研究所 熱研対応教

官 
ケニア国、ビタ県におけるマンソン住血吸虫

症が及ぼす健康被害調査 

菊池美穂子 
・講師 

独立行政法人日本学術振興会 
 

代表 科学研究費補助金(基盤研究(B)) 
海外学術調査 
フィリピンの住血吸虫性肝線維化ハイリス

ク集団における早期診断及び予防 

菊池美穂子 
・講師 

独立行政法人日本学術振興会 代表 科学研究費補助金(基盤研究(C)) 
マイクロ RNA 発現動態を指標とした住血吸

虫性肝線維化症病態の解明 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

平山謙二・教授 熱帯熱マラリアワクチン候補分子 2008/9/12 2013/09/06 特許第 5354542 

 

その他 
○特筆すべき事項 
①Diploma Course on Research & Products to Meet Public Health Needs (世界保健ニーズに応える医薬品研究開発のための

ディプロマ・コース）の開催  
主催者：平山謙二,  Juntra Laothavorn 教授 タイ王国タマサート大学国際大学院との共催 
東京大学, タイ王国チュラロンコン大学の協力。長崎大学熱帯病・新興感染症制御グローバルリーダー育成プログ

ラムのコースワークとして登録  
日時：2016 年 8 月 22 日～9 月 2 日  
場所：長崎大学グローバルヘルス総合研究棟 4 階 中セミナー室 

 
②第 15 回 医学研究のための倫理に関する国際研修コースの開催 

代表者：佐々木 均教授 主催者：平山謙二, Juntra Laothavorn 教授 
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主催：長崎大学熱帯医学研究所 共催：東京有明医療大学、昭和大学、国立病院機構総合医療センター治験研究部

治験推進室、アジア太平洋地区倫理委員会連絡会議(FERCUP)、Strategic Initiative for Developing Capacity in 
Ethical Review (SIDCER)、長崎大学熱帯病・新興感染症制御グローバルリーダー育成プログラム 

日時：2016 年 5 月 16 日～18 日 場所：長崎大学ポンペ会館（坂本キャンパス） 


